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1. はじめに
　佐藤 (2013) では，自己開発したシステム srtX を利用した小テスト中心の
英語授業を紹介した。srtX は，ネット上に公開されている英日テキストと音
声・ビデオを利用して，リスニング小テストを Web ブラウザー上で実施す
るシステムである。小テストでは，設問の難易度を学生各自が調整できるた
め，学習意欲と英語力が異なる学生に対して効果的に英語教育が行えるよう
になった。2 年以上にわたり専修大学で srtX を使用した授業を行いながら，
ソフトウェアの機能の改良を続けた。最新販の srtX では，リスニング小テス
ト以外に，英作文，英文和訳，英単語の小テストが実施可能となった。本稿
では，著名人が英語で講演する TED Talks の英日テキストから作成した srtX
小テストについて紹介し，授業の実践報告をする。
2. 小テストと検索機能
　図 1 は，srtX を使って TED Talks の 1 つ Solomon(2014) から作成した小テ
ストである。
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図 1：srtX 小テスト
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　画面上部には，小テストの設問「5. 英文語句聞き取り」の 1 つが出題され，
中央のビデオでは設問の英文が使われている場面が再生されている。下部に
は設問の種類や点数などが表示されており，出題中の設問「5. 英文語句聞き
取り」が反転表示されている。学生は，ビデオで音声を聞き取って ***** の
部分に入る英語を選択肢 [  1  ] 〜 [  3  ] から選び，マウスで数字をクリックし
て解答する。選択肢の数は，各学生が自分の英語力に合わせて調整できる。
下部に表示される設問リストには，英単語，英文和訳，英作文に関する設問
がある。これらは佐藤 (2012) で紹介した TOEIC 学習書籍を利用した小テス
ト自動作成・採点システム kikuCALL が自動作成する設問とほぼ同じもので
ある。
　srtX には小テスト実施以外にも複数の機能がある。その 1 つは，TED 
Talks の英文テキストから語句検索を実行し，その場面のビデオを Web ブラ
ウザー上で再生する図 2 の機能である。
 
図 2：文字検索とビデオの再生
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　この機能は，Fillmore(2012) のビデオを利用して構文文法と FrameNet の
基本概念を学習するソフトウェア Sato (2013) を改良したものである。図 2 で
は，forge という文字列を Solomon(2014) の日英テキストから検索し，検索結
果を右側に表示し，反転表示している 2 つ目をマウスでクリックして，その
場面をビデオで再生している。ビデオの下には日英字幕が表示され，その中
で英単語小テストに出題される語句の右肩には，その意味が表示される。図
2 では forge の意味「創り出す」と identity の意味「個性」が日英字幕の中で
表示されている。授業では，その日のテスト範囲の TED Talks の映像を日英
字幕と単語の解説付きの字幕で学生に視聴させ，単語や文法の解説を行った
後に小テストを行っている。
3. 英日テキストから作成する複数の設問
　TED Talks のサイトでは，多くのスピーチの英文テキストと日本語訳のテ
キストとビデオが入手可能である。これらの素材を加工して，小テストを作
成している。様々な形式のテキストが公開されているが，小テストのリスニ
ングでは英語の音声を聞かせるため，その英文がビデオの何分何十秒で使わ
れているかを示す時間情報が入った形式のものを Ted Talk Subtitle Download
からダウンロードして使用している。(1) は，srtX が Solomon(2014) の時間
情報付き日英テキストを加工して作成したものである。英文の左端の数字が
時間情報である。
(1) a. 11.749 As a student of adversity,
　　 逆境ばかりの人生を送ってきた私は
　 b. 15.192 I've been struck over the years
　　 ここ何年もの間
　 c. 16.700 by how some people
　　 苦境に立たされた人たちが
　 d. 18.692 with major challenges
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　　 そこから　力を得て
　 e. 20.096 seem to draw strength from them,
　　 立ち上がる姿に感銘を受けてきました
　 f. 23.148 and I've heard the popular wisdom
　　 苦境にあるときには
　 g. 25.038 that that has to do with finding meaning.
　　 そこに意味を見出すことだとよく耳にしました
　プログラミング言語 python で作成したスクリプトによって，このような
形式のテキストファイルを html 形式のファイルに変換して，図 3 〜 6 の英
語聞き取り問題を作成している。
 
図 3：英文語句聞き取り問題
図 4：英文聞き取り和訳問題
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図 5：英文聞き取り部分和訳問題
 
図 6：英単語聞き取り和訳問題
　図 3 〜 6 の設問は図 1 の上部に表示される。設問の (______) と ***** の空
所や選択肢は，佐藤 (2013) で紹介した方法でプログラミング言語 javascript
で作成している。
　図 3 〜 5 では，(1) の左側の時間情報を利用しているため，設問で問われ
ている英文 (1b, c) が発せられる位置からビデオが再生される。その英文を聞
き取って，図 3 は ***** に入る英語を，図 4 は日本語訳を，図 5 は ***** に
入る日本語を，それぞれ選択肢 [ 1 ] 〜 [ 3 ] から選ぶ。図 3 〜 5 ではヒントと
して前後の英文や日本訳を表示している。
　図 6 は，student の音声を聞いて「研究者」を選ばせる単語聞き取り問題
である。図 6 の単語の音声は，佐藤 (2012) で紹介した Mac OS X 付属合成音
声作成ソフトウェア say を利用して作成している。英語の音声は設問が表示
された時に自動的に 1 回再生されるが，[ >>> ] ボタンをクリックすれば，何
度でも英語の音声を繰り返し聞くことができる。
　(1) の日英テキストでは，英文に対応する日本語訳がその英文とペアにな
らずに前や後ろの行にずれる場合がある。また，一部の英語語句は日本語に
訳されていないこともある。このため「図 4：英文聞き取り和訳問題」と「図
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5：英文聞き取り部分和訳問題」の一部は解答し難いものも出題される。し
かし，学生は (1) のようなテキストで予習をしているため，これは大きな問
題とはならない。まれに srtX のバグや TED Talks のテキストの誤り等の原
因で，解答不能な設問も出題される場合があるが，srtX の [Skip] ボタンを押
すことによって，その設問を解答せずに抜かすことができる。
　図 3 〜 5 の設問は (1) のようなテキストファイルから，srtX が自動的に作
成する。佐藤 (2012) で述べた古い srtX では，Jobs(2005) のテキストファイル
に時間情報を手作業で入力し，英語と日本語のテキストを (1) のように揃え
る編集作業に大きな労力を必要とした。最新版の srtX は，TED Talks の英文
と日本文テキストから (1) の形式のテキストを自動作成し，そこから図 3 〜
5 の設問を自動作成する。この自動作成機能のため，良質な英語スピーチが
登録されている TED Talks から大量の小テストを作成することが可能となっ
た。
　TED Talks のスピーチは，幅広い利用を認めるクリエイティブ・コモンズ・
ライセンスを採用しているため，出典を明記してビデオに改変などを加えな
ければ，ウェブサイトやブログに埋め込んで自由に利用できる。そのため，
学生は自宅や学内のパソコンから TED Talks を利用した図 2 のようなソフト
ウェアにアクセスすることができ，予習・復習に幅広く活用できる。
4. 英単語聞き取り和訳問題の作成
　図 6 の設問だけは，適切な意味を選び出すために一部手作業を行ってい
る。まず，srtX は (1) の英文を Schmid(1994) の形態素解析ソフトウェア Tree 
Tagger で処理して，英単語の変化形や活用形を基本形 (lemma) に戻す。次に，
srtX は基本形の語彙レベルを『大学英語教育学会基本語リスト』（村田年・
他 (2003), 以下 JACET8000）を参照して，中学などで学習する初級レベルの
英単語を削除し，レベル 1400 以上のものを英単語小テストの出題単語とし
て抽出する。
　さらに srtX は，抽出した出題単語を『ジーニアス英和大辞典』などのコ
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ンピュータ・プログラムから呼び出せる形式の電子辞書を調べて，短い訳語
を選び出す。例えば，(1a) にある adversity を『ジーニアス英和大辞典』で調
べると，(2) のような結果が得られる。しかし図 6 の英単語聞き取り和訳問
題では，(2) のような長すぎる解説は解答の邪魔になる。そのため，srtX は
python の正規表現を利用して，(2) から発音記号，品詞情報，例文，補足的
説明などを削除して，短い訳語「不運」を抽出する作業を行っている。
(2) ad・ver・si-ty */ædvɚːsəti, əd- ｜ əd-, æd-/〔初 13c；adverse+-ity〕【名】(( 文 )) 
1 Ⓤ ( 大きな , 永続する ) 不運 , 不幸 , 苦労 , 難儀 (cf. misfortune)‖act with 
great courage in (the face of) 〜 逆境に直面して大いなる勇気を発揮する /
Sweet are the uses of 〜 . 〈AYL. II. i〉 逆境がもたらすものこそ喜ばしい , 
逆境のご利益 ( りやく ) というものはすばらしいものだ . 2[ 〜 ies] 不幸な
出来事 [ 経験 ], 災難 .
　英単語の基本形を分析する際に，Tree Tagger は語尾の -ing などを機械的
に削除することはしない。例えば，(3) のような英文の saying は名詞と判断し，
-ingを削除せずに sayingを基本形とする。srtXはTree Taggerの判断に従って，
saying を電子辞書で調べ，短い語義「ことわざ」を抜き出すことに成功して
いる。
(3) People always give us these little sayings like ‘God doesn't give you any more 
than you can handle,’                　　　　　　　　　　　　　　Solomon(2014)
　また，Tree Tagger は基本形以外に品詞情報を出力する。srtX は出力される
品詞情報に基づいて電子辞書から正しい訳語を抽出している。例えば，Tree 
Tagger は (4) の shifts の基本形 shift の品詞を名詞と判断する。『ジーニアス
英和大辞典』では，shift は動詞の語義が名詞よりも先に来るので，単純に最
初の語義を選んでしまうと，動詞「移す」が選ばれてしまう。しかし，srtX
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は Tree Tagger の判断に従って動詞の語義を無視して，名詞「変化」を選び
出すことに成功している。
(4) the fact that there have been these shifts and changes doesn't erase the 
continuing problems in our society　　　　　　　　　　　　Solomon(2014)
　一方で，srtX の自動処理では適切な英単語と意味を抽出できない場合もあ
る。例えば，(1a) で使われている student は，JACET8000 でレベル 1400 以
下であるため，srtX は英単語小テストの出題単語リストから除外する。手作
業で出題単語リストに加えた場合にも，srtX はそれを辞書で調べる時に第 1
語義の「学生，生徒」という訳語を選んでしまうため，(1a) の英文での語義「研
究者」を抽出できない。このように，英単語の一部は自動的には適切な処理
ができないため，手作業で適切なレベルの英単語とその意味を選ばなければ
ならない。
　srtX は，英単語以外にも成句表現を自動的に抽出して意味を与える。この
機能によって，Solomon(2014) では 252 の英単語と成句表現の意味が自動的
に抽出され意味が与えられるが，その中の 49 の意味が文脈に合わないため，
それを手作業で修正した。さらに，自動的には抽出できなかった 42 の英単
語と成句表現とその意味を手作業で追加して，合計 294 の英単語と成句表現
を登録した。srtX は， Mac OS X 付属合成音声作成ソフトウェア say を利用
して，この 294 の語句のアメリカ英語，イギリス英語，オーストラリア英語
などの発音を作成し，図 6 のような「英単語聞き取り和訳問題」を出題する。
　この作業によって作成したデータは，図 1 下部の設問「2. 和訳から英単語」
でも使用されている。図 7 は「研究家」という訳語を読んでそれに合う英単
語を選択 [  1  ] 〜 [  3  ] から選ぶ設問である。
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図 7：和訳から英単語
　srtX は，英単語と成句表現の意味をまとめた (5) のようなファイルも作成
するので，これを補助教材として学生に配布している。
(5) 1adversity: 不 運 . 1student: 研 究 家 . 2strike: 驚 か せ る . 6wisdom: 英 知 . 
7has to do with: 関係している . 12irrelevant: 不適切な . 14forge: 創り出
す . 16manage to: をなし遂げる . 17offspring: 子 . 17unusual: 普通でない . 
18interview: 取材する . 19severe: 厳格な . 19multiple: 複合的な . 19disability:
身体障害 . 21saying: ことわざ . 22handle: 対処する . 24preordain: 定められて
いる . 27grade: 学年 . 28birthday: 誕生日 . 30assume: 当然 … と思う . 30error:
誤り . 35fudge sundae: チョコのかかったパフェ . 38nickname: にとあだ名を
つける . 38Percy:｟米俗｠めめしい男の子 . 39shorthand: 簡略な表現 .
　(5) の英語の左端の下付き数字は，その単語がテキストで使用されている
行数を示す。例えば「1adversity: 不運」は，(1a) で分かるように，テキスト
の 1 行目で使用されていることを示す。太字の単語は高校レベル英単語，イ
タリックは大学レベル，下線はそれ以上のレベル (JACET8000 に未登録 ) を
それぞれ示す。
5. 受験履歴
　専修大学の多くの英語科目では，英語の学力別に 3 段階のクラス分けをし
て授業を行っている。2014 年度は，私が担当する英語力の最も高い上級クラ
スの 2 つで，図 1 の srtX と図 8 の TOEIC 学習書籍を利用した kikuCALL の
2 つの小テストを行った。図 8 で実行中の「3. 英文聞き取り和訳」の設問は，
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“There are five candidates standing in the election.” の音声を聞いて，その日本
語訳を選択肢 [  1  ] 〜 [  3  ] から選ぶ設問である。
 
図 8：kikuCALL 小テスト画面
　各学生の小テストの受験履歴はデータベースに保存されており，学生は
表 1，2 のような受験履歴をパソコン画面上で確認できる。表 1 の受験履歴
は 2014 年後期授業の 1 つを受講している上級クラスの学生のものである。
小テスト名の欄には，この学生が受験した小テストの名称が記載されてい
る。Janine は TED Talks の 1 つ Giovanni(2012) を利用した小テストである。
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TOEIC800 は『聞いて覚える英単語 キクタン TOEIC Test Score 800』( 以下，
TOEIC800) を利用した小テストを示す。このクラスでは，学生に毎回 TED 
Talks の小テストと TOEIC800 の小テストを受験させている。試験範囲の欄
の数字は，TED Talks の場合には英文の行番号であり，TOEIC800 の場合に
は英単語の通し番号である。1 回の小テストの試験範囲は，英文 50 行または
英単語 50 語となる。
　得点は小テストの得点，解答数は学生が解答した設問数，開始時間は小テ
ストの開始時間，解答時間は小テストに費やした時間を，それぞれ示す。
小テスト名 試験範囲 得点 解答数 開始時間 解答時間
Janine 1~50 1470 56 09/24 10:04 15:05
Janine 51~100 1526 61 10/01 09:59 13:28
Janine 101~150 1444 62 10/08 09:56 14:49
TOEIC800 651~700 1412 64 09/24 09:14 16:08
TOEIC800 701~750 1390 63 10/01 09:02 16:29
TOEIC800 751~800 1430 65 10/08 09:10 15:18
表 1：小テストの受験履歴 1
　表 2 は，2014 年前期初級クラスの学生の受験履歴である。このクラスでは，
高等学校で学習する語彙を多く含む『聞いて覚える英単語 キクタン TOEIC 
Test Score 600』を使用した kikuCALL で小テストを行った。表 2 の学生は毎
回の授業で 300 問以上の設問に解答しており，表 1 の学生よりも 1 回の授業
で 2 倍以上の設問数を解答している。佐藤 (2012, 2013) で述べたように，誤
答した設問は，正答を表示した後，必ず数問後に再出題されるため，英語力
の低い学生でも，真面目に小テストを受験すれば，良い点数が得られる。初
級クラスでは，やさしい設問を大量に解かせる演習を行って，英語の基礎学
力を養成している。
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　小テスト自体の満点は 1000 点であるが，表 1，2 の得点は全て 1000 点を
超えている。その理由は，設問の解答数や解答時間などをボーナス点として
小テストの点数に加えるためである。長い時間をかけて，多くの設問に解答
する学生に対しては，その努力をボーナス点として評価している。
小テスト名 試験範囲 得点 解答数 開始時間 解答時間
TOEIC600 1~50 1334 315 04/17 11:11 59:51
TOEIC600 51~100 1704 348 04/24 11:02 60:12
TOEIC600 101~150 1791 405 05/08 10:56 70:50
TOEIC600 151~200 1806 357 05/15 10:59 59:54
TOEIC600 201~250 1788 387 05/22 11:01 65:08
表 2：小テストの受験履歴 2
　表 2 の学生は学力が低く，予習をしない。この学生は，大量の設問を長時
間にわたり解答するために，表 1 の学力が高い学生よりも各小テストの点数
が高くなるという結果が発生している。しかし，これは大きな問題にはなら
ない。なぜなら，表 1 の学力の高い学生は，それぞれの小テストが短い解答
時間で終わるため，より多くの小テストを授業中に受験することができるた
めである。
　小テストは，得点が 1000 点に達するまで続く。最も早く 1000 点に達する
上級クラスの学生は，小テストの解答時間が 7 分以下であり，最も遅い学生
は表 2 の 5 月 8 日受験の小テストの解答時間 70 分 50 秒である。学生の最終
成績評価は，小テストの平均点ではなく，合計点を基づいて行うため，学力
の高い学生は，短時間で小テストを終了して，より多くの小テストを受験す
ることで，学力の低い学生よりも小テストの合計点が高くなるため，良い成
績を得られる仕組みになっている。
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6. 平成 26 年 7 月実施の授業評価アンケート
　小テスト中心の授業を学生がどう評価しているかを確認するために，平成
26 年 7 月に行った授業評価アンケートの集計結果を報告する。集計結果では，
商学部 1 年上級クラス（回答者数 21 名，履修者 29 名）を商上級 1 年，経済
学部 2 年上級クラス（回答者数 18 名，履修者 24 名）を経上級 2 年，商学部
1 年初級クラス（回答者数 27 名，履修者 36 名）を商初級 1 年と表記した。
この 3 つのクラスでは，大量の設問を解答させる小テスト中心の授業を行っ
た。それとの比較のために，全学部 2 年生以上が選択科目として履修できる
「スクリーン・イングリッシュ」（回答者数 62 名，履修者 80 名）の集計結果も，
スクリーンと表記して載せた。スクリーン・イングリッシュは講義科目であ
り，1 回の授業で 20 問の小テストをマークシート形式で行った。
　アンケートでは，平成 25 年度に実施された専修大学法学部「学生による
授業評価」実施委員会 (2013) の質問項目と同じものを使用した。実際のアン
ケートには 10 項目の質問があるが，ここでは学生の予習と教員の熱意に関
する評価を見るために，表 3，4 の項目の集計結果を紹介する。
　スクリーン・イングリッシュに比べて，大量の小テストを行うクラスでは，
より多くの学生が表 3「この授業の予習と復習をしていますか」に対して肯
定的な回答を示した。予習をしなくても長時間かけ受験すれば高い点数が得
られる小テストであるが，長時間の受験は疲れるため，多くの学生は短時間
で小テストを終わらせている。そのために予習をする学生が多いと考えられ
る。
　講義科目のスクリーン・イングリッシュでは，90 分授業で 60 分程度を，
学生に対して講義をする時間に充てている。通常の演習形式の英語の授業よ
りも私が話す時間が多いためか，表 4「授業に対する教員の熱意や意欲は感
じられますか」に対しては 90% の回答が肯定的な評価である。
　一方，小テスト中心の授業では，私が英語の解説をする時間は極端に短い。
それにもかかわらず，表 4「授業に対する教員の熱意や意欲は感じられますか」
に対しては，肯定的な回答が多い。理由として考えられるのは，小テストを
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終了してヘッドフォンを外した学生に対しては，小テストの点数や各設問の
正答率をみながら個別に助言を与えてことである。1 つの小テストを 7 分程
度で終わらせる学生がいる一方で，70 分かかる学生もいる。各学生の小テス
トの終了時間が大きく異なため，小テストを終了した各学生に対して個別指
導をすることができるようになった。多くの学生に対して行っている個別指
導が「表 4：授業に対する教員の熱意や意欲は感じられますか」の評価を上
げていると思われる。
商上級
1 年
経上級
2 年
商初級
1 年
スクリーン
⓪まったくそう思わない 14% 00% 04% 23%
①あまりそう思わない 14% 00% 26% 10%
②どちらともいえない 19% 18% 15% 23%
③ややそう思う 38% 47% 48% 39%
④強くそう思う 14% 35% 07% 6%
表 3：この授業の予習と復習をしていますか
商上級
1 年
経上級
2 年
商初級
1 年
スクリーン
⓪まったくそう思わない 05% 00% 00% 02%
①あまりそう思わない 05% 06% 16% 00%
②どちらともいえない 19% 17% 16% 08%
③ややそう思う 29% 33% 44% 34%
④強くそう思う 43% 44% 24% 56%
表 4：授業に対する教員の熱意や意欲は感じられますか
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7. おわりに
　佐藤 (2014) では，スクリーン・イングリッシュでのマルチメディア映画コー
パス検索ソフトウェアの活用について紹介した。この自己開発ソフトウェア
は，DVD 映画の日英字幕とビデオデータを利用しており，その著作権の制
約があるために外部に公開することはできなかった。また，米国カリフォ
ルニア大学の研究機関 Berkeley FrameNet Project で開発した語彙検索ソフト
ウェア Sato(2010) と，英文法解説ソフトウェア Sato(2012) は，学部学生には
難しすぎるため，専修大学英語授業で使用することはできなかった。
　最新版 srtX は，これらの自己開発ソフトウェアの機能を利用している。
TED Talks では著作権問題も回避できるため，完成したソフトウェアをネッ
ト上に公開することが可能となった。また，srtX では，語彙レベルを日本の
大学生に合わせているため，実際に専修大学の英語授業で使用することが可
能となった。
　今後は，開発したソフトウェアを他の英語教員にも使用してもらい，意見
を聞きながらさらなる改良を続けたい。実際に他の教員が授業で srtX を使用
する場合には，コンピュータ操作の授業補助員が必要となる。平成 26 年度
に私の授業を履修した学生を次年度以降に授業補助員として採用できれば，
多くの教員に srtX を利用してもらうことができるであろう。
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